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『もののけ姫』 

宮崎駿と鈴木敏夫1
 

 5 

 

『もののけ姫』が『Ｅ・Ｔ』の記録を破った日 
１９９７年１０月３０日   

 
 10 

配収９６.５億円、観客動員１２００万人は、この時点での日本新記録である。

『もののけ姫』が『Ｅ・Ｔ』の記録を破った１９９７年１０月３０日、記者会見の

席上で、宮崎駿は慎重に言葉を選んでいた。７月１２日の封切りから１１０日後

のことであった。 

 15 

「自分が何を作ったのかということを、言葉にしてまとめる時期が来ていないというふう

に思ってますから。あのぅ、（『もののけ姫』を）見てきましたっていう人に会ったときにで

すね。この映画に関して言いますと、どうでしたかと聞けないんですよ、僕は。聞いて何

を言われるかって、怖いから聞けないんです。そういう意味では全然終わってないんです

よね。自分が何を創ったんだろうということを、総括し終わってないんです。」 20 

 
 
 

                                                  
1 このケースは、巻末に示す文献をもとに、慶應義塾大学大学院経営管理研究科（ビジネススクール）教授高木晴夫の指

導のもと、同研究科修士課程Ｍ25 期生の竹内伸一が編集して作成した。クラス討議の資料とするために作成されたもの

であり、組織マネジメントおよびリーダーシップの適否を例示するためのものではない。 
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「『もののけ姫』制作の物語 
１９９５年初夏～１９９７年夏  

 
 

１９９７年のスタジオジブリ作品『もののけ姫』（アニメ映画）とは、いったいい5 
かなる作品で、いかなる制作過程を経て生まれたものなのか。また、そこにはどん

なリーダーシップが存在していたのか。 
 
本ケースでは、『もののけ姫』を生み出した二人のリーダー（宮崎駿監督、鈴木

敏夫プロデューサー）にフォーカスするとともに、メインスタッフ 1の声にも耳を10 
傾け、職場の様子も織り交ぜながら、制作過程を時系列で紹介していく。 

 
 

◇  ◇  ◇ 

 15 

 
『もののけ姫』の構想 

鈴木ﾌﾟﾛﾃﾞｭｰｻｰにﾌｫｰｶｽ 
 
宮崎監督は、鈴木敏夫プロデューサーと知り合った頃から、「日本を舞台にした時代冒険20 

活劇を創ってみたい」という夢を語ってきた。いつかはそれを実現させたいと機を窺って

いた鈴木プロデューサーは、宮崎監督の背中を押し始めた頃の様子をこう話している。 

 
「ちょうど、『耳をすませば』のときなんですけど、宮さん、次どうする？と。そのとき、

宮さんは『もののけ姫』という企画もあったんですけど、その一方で別の企画もやりたい25 

と。これは具体的には『毛虫のボロ』という作品で、毛虫を題材にした作品なんですけど

ね。で、さぁ、どっちをやるかと。（スタジオジブリ作品の歴史は付属資料１参照） 
ま、僕は『もののけ姫』をやるとしたらこの時期をおいてないと思っていた。だから、そ

のときに３つ、彼に対して説明してね、説得をしたと。ひとつは、宮さんももう歳だと（笑）。

次を作ったら、もう５０の半ばを過ぎちゃう。アクション映画を作るとしたら、年齢的に30 

考えても最後ですよと。ふたつ目。ジブリで、いわゆる研修生ということで、アニメータ

ーその他を雇って育成してきたんですけど、その人たちが３０歳に近付いて、その力がみ

なぎり始め、それがもし力を発揮するとしたら今しかないと。三つ目、まぁ、おかげさま

でジブリもそれなりの成功を収めてきたんで、お金を使えるなら今じゃないかって。」 

                                                  
1 スタジオジブリでは、グループリーダーおよび制作工程のキーパーソンとなる人物を「メインスタッフ」

と呼んでいる。 
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鈴木プロデューサーの後押しにより、宮崎監督は『もののけ姫』を創る決意を固めた。 

 
 

新しい映画を創りたい 
宮崎監督にﾌｫｰｶｽ 5 

 
宮崎監督はストーリーが最後までできていない状態のまま、『もののけ姫』の制作に突入

していった。当時の心境を、彼は次のように語っている。 
「こういうテーマを訴えたいというんだったら、そのテーマは自分の中で消化されてるわ

けですから楽ですけどね。植物を大事にしましょうという映画だってくだらないですよね。10 

もう分かってるんですから、そんなことは。そういうもの作ってもしようがない。じゃあ、

何が作れるのかって、こりゃあ本当に分からない・・・。映画を作るってのは、そのくら

いスリリングであって良いんだと、本来思いますけれどね。模索していくってことがね。」 

 
このように、ストーリーが完成していない状態で制作を始めてしまうことは、宮崎監督作15 

品では珍しくなかった。（『もののけ姫』の最終ストーリーは付属資料２参照） 

 
「シナリオを作る場合も、最後に行くと必ず自分の作ったシナリオが使いものにならなく

なるんです。いつもは、そこで初めて映画作りが始まるんだって苦し紛れに言うんですけ

どね。だけど今度の場合は、もっと分からないことに挑んでいるつもりです。おぼろげな20 

終わり方は自分で分かってるんですけれども、そこに説得力を持ってたどり着けるかどう

かってのは大事なことですから。それが果たして可能かどうか、そこまで行ってみないと

分からない。映画をつくっているつもりが映画の奴隷、下僕になってしまうんです。映画

というのは『映画になろう』としますから、自分がこれで何かを訴えたいというよりも、

映画がこれを言いたがっているんだから、それを言わなきゃしょうがないですよね。」 25 

 
ストーリーがどこまで描けているかというようなことよりも、むしろ、宮崎監督は「現代

人が抱えている課題」を取り込む映画のあり方を模索していた。現代人が抱える最大の課

題とはいったい何なのか。それは『もののけ姫』の主人公設定に集約されている問題だ。 

 30 

「今まで僕たちが作ってきたものは、基本的に守るべき人間たちがいて、その人間たちに

支持されている人物が主人公だったけど、今度は違う。守るべき村や、守るべき何かがな

いんですよ。要するに、『お前さんは要らない』と言われてる人物なんです。いなくてもい

い、活躍しても別に褒め称えられない、お前さんのやることはここにはないっていう、そ
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ういう主人公が、しかも、それは悪いことやった結果そうなったんじゃなくて、正しいこ

とをやった結果そうなってしまった、そういう人物です。それが、エンターテイメントと

して受け入れられるのか、受け入れられないのか。それは作って見なければ分かりません。」 
宮崎監督の中には、過去の自分の作品を一度は、それこそ徹底的に否定しなければ、本音

で語ることはできないという思いがあった。また、スタジオジブリ作品への世間の期待に5 

ついても、「世間の期待には応えてはいけない。裏切り続けるしかない。ジブリ作品のファ

ンという『鏡』に照らして自分たちを見たらおしまいだ。」と彼は断言している。 

 
世間の期待を裏切って、新しい映画を作りたいという宮崎監督の思いは、今回特注してい

る絵コンテ2用紙（図１参照）にも表れている。通常よりフレームを大きくすることで、ロ10 

ングの絵を描きやすくしている。「主人公に寄り添わないで、突き放して冷たい映画にする。

感情移入を避けて客観的に、状況に翻弄される人間や動物たちを描く。」という狙いだ。 

画面イメージを
描くスペース

図１．絵コンテ用紙

← スタジオジブリの従来の絵コンテ用紙（Ｂ４縦・５フレーム）
画面イメージを
描くスペース ↓ 『もののけ姫』用の特注絵コンテ用紙（Ｂ４横・３フレーム）

 
 
 15 

「ラッシュ3なんか見てても、スタッフ全員にすごく戸惑いがありますよね。今までやって

きたものとぜんぜん違うから。技術的にも違います。でもとにかく、えらく地味ですよ。

今までは明るい部分で映画作ってきましたけど、鈴木プロデューサーにも言ってますけど、

これでジブリの幕を引くことになってもいいということで、やらせてもらってますから。」

－ これが特注絵コンテによって創り始めたことへの、宮崎監督の手応えだ。 20 

 
かくして、１９９７年７月中旬封切り予定、制作費２０億円（出資者は日本テレビ、電

                                                  
2 絵コンテとは「ストーリーをアイデア的なスケッチの絵として組み立てたもの」。 
3 試作撮影分の試写のこと。 
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通、徳間書店、スタジオジブリ）、配給収入目標３０億円の大作企画がスタートした。しか

し、この配収目標は、１９９７年３月１０日に行われた制作発表記者会見の席上では、６

０億円にまでストレッチされ、徳間康快社長が「配収日本新記録を狙う」と宣言するので

ある。 

 5 

 

アニメ制作工場・スタジオジブリ 
職場の様子 

 
スタジオジブリは中央線東小金井駅より徒歩２分のところにある。社名になっている「ジ10 

ブリ」とは、サハラ砂漠に吹く熱風のことらしい。 
アニメーションの制作現場とは、確かにスタッフが机に向かって黙々と絵を描く作業現場

である。来る日も来る日も机に向かう。雨が降ろうが風が吹こうが変わらない。ハナミズ

キが咲き春が来ても、アジサイが咲いて梅雨が来ても、真夏が来ても、コスモスが咲いて

秋が来ても、ツタが色づき冬が来ても、とにかくアニメーターたちは延々と机に向かう。 15 

 
一般にアニメーションの制作手順は、イメージボード、脚本、絵コンテ、レイアウト、原

画、動画、背景、仕上げ、撮影、録音（声優・音楽）、編集からなっている。 

 
「イメージボード」とは、１００人もいるスタッフ全員（『もののけ姫』制作スタッフは付属20 

資料４参照）に対して、キャラクターその他についての細かい共通認識を促すための情報ボ

ードである。そこには、原画を描く上での注意事項のメモ、キャラクターの動きの分解図、

衣装や小道具の細かい指定がぎっしりと書き込まれている。数ある「イメージボード」の

中から、例えば、「帯」の位置についての注意書きを紹介してみよう。そこには、イラスト

に添えて、「昨今では着物の常識が失われていることから、帯の位置が高くなっており、本25 

来はヘソ下である」と正誤○×で示してあった。一方、その×の結び方の下に「これは『七

人の侍』以来の結び方。アシタカ（この物語の主人公・主要登場キャラクターは付属資料

３参照）だけに使う」と書かれている。劇場公開の完成版アニメを見てみると、確かにアシ

タカの帯の位置は高い。ここでは、主人公アシタカの若さと未熟さの象徴を、彼の帯位置

にも求めた宮崎監督の意向が、「イメージボード」を介して全スタッフに伝達されている。30 

ジブリの室内には、このような「イメージボード」が無数に貼り出されていた。 

 
宮崎監督は「脚本」を飛ばして、いきなり「絵コンテ」を描いてしまう。絵コンテが先と

いうのは、彼にとっては必然であり、意識的な方法なのだ。ひとつは、２年にもわたる長
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期間、自分の緊張感を維持させる効果から。次に、キャラクターを実際に描いて動かして

みなければ、そのキャラクターのことがよく分からないという必然性からである。 

 
「レイアウト」とは、背景と動きのある絵を文字通りレイアウトすることである。これは

実写であればカメラマンの作業にあたる。アングル、フレーム、レンズの種類、動きがあ5 

ればその動かし方がここで決まる。ここでは、主人公アシタカが草原を走るシーンを想定

してみよう。アシタカの動かし方と見せ方を決めるのが「レイアウト」である。 
このシーンの映像は、大雑把に言えば「背景」と「アシタカ」から構成されているわけだ

が、「背景」は美術部が担当し、「アシタカ」は作画部が担当する。アシタカの絵はさらに「原

画」と「動画」に分けられる。「原画」は動きの主要部分を分解して、その形を描く。それ10 

をどんなタイミングで動かすかが決められ、タイムシートに書き込まれる。これで動きの

骨格が決まる。一方「動画」は原画と原画の間を埋める絵のことであり、アニメ制作では「原

画」と「動画」を合わせて「作画」と呼ぶ。「作画監督」という言葉を聞いたことがあるか

もしれないが、それは作画セクション（原画・動画）のリーダーを指す。作画とはアクショ

ンをつけることなので、アニメにおける「動画」は実写における演出に相当する。 15 

 
すべての絵がクリンナップ（清書）されると、それらはそのままセルに転写され、「仕上げ」

と呼ばれる彩色工程へと進む。この工程で、セルは色指定通りに彩色される。背景とセル、

その他の材料がすべて揃って「撮影」が行われる。ジブリでは毎週土曜日に、その週に撮

影されたカットのラッシュ（Ｐ４・脚注４参照）を行う。ラッシュには監督以下、関係者全20 

員が集まり、ここで問題が指摘されればリテイク（撮り直し）となる。 

 
これで制作プロセスのすべてを説明できたわけではないが、このように、ジブリ作品にお

いては、宮崎監督の描く絵コンテがスタジオジブリにインプットされると、完成アニメフ

ィルムがアウトプットされてくる。すなわち、このインプット・アウトプットの変換効率25 

が、アニメ映画制作工場としての「スタジオジブリ」の実力ということになる。 
鈴木プロデューサーによれば、スタジオジブリの生産性はざっくり言って【完成アニメ５

分間ぶん／月】だという。２時間もののアニメ映画の制作に、まるまる２年かかるのだ。 

 
 30 

屋久島ロケハン 
宮崎監督にﾌｫｰｶｽ 

 
宮崎監督が『もののけ姫』を創ろうと決めたとき、彼は「もう一回、屋久島でやろう。」
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と言い出した。鈴木プロデューサーによれば、その意味はこうだ。 

 
「もう一回というのは、これもちょっとエピソードめくんですけど、彼（宮崎）はあるとき

屋久島へ行って、そこの原生林を見たことが、実は『ナウシカ』のきっかけになるんです

よ。あそこを使ってもう一回、彼はそういうときには照れ隠しもあるんですけど、あえて5 

そういう言い方をするんですけどね。『鈴木さん、もう一回屋久島で商売しよう』ってね。」 

 
１９９５年５月、スタジオジブリのメインスタッフたちは屋久島にロケハンに出かけた。

『もののけ姫』の主舞台は人の手の入らない太古の森であり、照葉樹林である。それをス

タッフたちが自分の眼で見て、肌で感じることが、その後の映画作りに大きな影響を及ぼ10 

すはずだという狙いであった。さりとて、このロケハンは具体的シーンを想定したもので

はなかったが、この旅からの具体的な成果はいくつか生まれている。例えば、スタッフた

ちが屋久島で見た、水滴をたたえた苔。それが絵コンテに登場する。生命のきらめきのよ

うな雫。アシタカが生死の境から帰還する重要な場面に使われたのである。 

 15 

 

『映像の世紀』・勉強会 
宮崎監督にﾌｫｰｶｽ 

 
１９９５年３月、スタジオジブリにＮＨＫ『映像の世紀』の河本哲也プロデューサーがや20 

ってきた。スタッフたちはこの頃、『映像の世紀』を見る会を定期的に開いていたこともあ

り、河本氏を招いて研究会が行われたのだ。言い出しっぺは宮崎監督。彼がスタッフたち

に「『映像の世紀』を見なさい」と推奨する理由はこうだ。－ 「学校で現代史をやってい

ないというのもあるけど、歴史感覚みたいなものが自分たちにものすごく欠けているから、

入門編としてよいと。で、見てて心地よかった。」 25 

 
一方、研究会で河本氏はこの番組の根幹にあるものを次のように語った。－ 「人間は歴

史の教訓を学ばねばならないとか、いろんなこと言いますけど、基本的に人間は同じこと

を繰り返すと。それは、人間がいいとか悪いとかじゃなくて、まぁ、人間の業みたいなも

のです。」 30 

 
この後、宮崎監督から発せられたコメントには、『映像の世紀』を見て感じることと、『も

ののけ姫』をどう創るかということに相通ずる気分が表れていたようだった。－ 「希望

を持って生きなければ話にならん、という価値観を捨てた方がいいんじゃないかと僕は思
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ってるんです。そういうことでは理解できない現実とぶつかっているんじゃないかなぁ。

さぁ、そこからどうしましょうかというふうにした方がいい。ある時期まで、そういう重

い話をするのがうっとうしい感じがあったでしょ。いつの間にか、重い話が心地よく（笑）

聞こえる時代に差し掛かったんだよね。その変化はものすごく大きいと思います。」 

 5 

スタジオジブリのスタッフたちは、研究会での河本氏、宮崎監督、鈴木プロデューサーた

ちのこのようなやり取りを、息を殺して聞き入っていた。 

 
 

作画スタッフ 10 

職場の様子 
 
スタジオジブリの２階には作画スタッフの部屋があった。総勢４０名。「絵にならないで

しょう。机にかじりついているだけで。」と宮崎監督は言う。確かにスタッフたちは黙々と

絵を描いている。しかも、みんな別々のことに没頭している。そして大抵の人間が、ヘッ15 

ドホンかイヤホンで好きな音楽を聞きながら作業している。それぞれが自分の城にこもっ

て作業しているようだ。実写の映画ならば、監督を中心に全スタッフが同じ場所でひとつ

の作業に集中するから、部外者にもその場の焦点が何であるかが見える。しかしここでは、

スタッフとスタッフの間のつながりがまったくと言っていいほど見えない。 

 20 

各アニメーターが描いた原画は、宮崎監督のデスクの脇の棚に積まれる。宮崎監督はそれ

を取り出しながら言う。「断片のシーンが上がってくるんですね。だから、連続を自分の頭

の中で維持してなきゃいけないんです。まとまってそのシーンが上がってくるわけじゃな

いんで。」－ まったくその通りなのである。前後の脈絡もなく、あるカットが上がって

くる。よほど絵コンテを読み込んでないと、本当に付いていけない世界なのだ。 25 

 
上がってきた原画を、宮崎監督はすべてチェックし、直しを入れる。ときにはすべて描き

直す。本当は全部の絵を自分で書きたいのだ。すべての動きを自分の生理に合わせたいの

だ。彼ひとりでゼロからすべてを描くのは不可能だから、原画上がりですべてをチェック

している。それは、宮崎駿でなければ気付かない線を見つけ出すことで、キャラクターに30 

命を吹き込んでいるのである。 
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作画監督・安藤雅司さん 
ﾒｲﾝｽﾀｯﾌの声 

 
絵コンテが少しでも上がると、宮崎監督が直ちに意見を聞く相手が、作画監督の安藤雅司

さん。この映画の制作中、ほとんど毎日、午前４時まで描いていたという彼に、「宮崎アニ5 

メの作画監督」とはどんな役割なのかを尋ねた。 

 
「本来の作画監督ならば、監督が注文することに対して、実際に動きを含めて作画監督が

見るっていうのが役割なんですけどね、今回の場合は、宮崎さんが直したものを清書して

いくというのが自分の仕事ではありましたね。物量的に宮崎さんが一人で全部描くってい10 

うのは、ほんとうに大変なことなんで、そういう意味でのサポート役って意味で、ちゃん

と詰めきれないトコを、こっちで詰めるっていう作業はしたつもりでいますけどね。宮崎

さんも、ある程度雰囲気を伝えるぐらいのラフになりがちなんですね。だからそれを、ち

ゃんとハッキリした線でまとめなきゃいけない。どういうまとめ方をするかですね。 
スケジュールがきつくなれば、どんどんラフなものが回ってきますから、で、まぁ、宮崎15 

さんが本来どう描きたいものなのかってことを、どうやって拾うかですよね。観念的な線

にして記号化して見せたくないっていう気持ちが、宮崎さんの線の中にはあると思うんで、

それをいかに汲み取ってまとめるかっていうところで気を遣うんですね。」 

 
いわば宮崎監督のチェック済み原画をクリーンナップする作業に専念したわけで、安藤さ20 

んにはかなりストレスが貯まったようである。そんな彼に、あえて「満足しているところ

は」と尋ねてみた。 

 
「いやぁ、宮崎さんうまいなぁって思うってことになっちゃいますよね。冒頭のあたりで

櫓（やぐら）の上から弓をパッと打つときに、（矢を）放した瞬間、（弓が）膨らんだ絵が入る25 

んですよ。『射った』『放った』っていう、それをフッと１コマだと思うんですけど、入れ

るんですね。そうするとラッシュを見たときに、『オッ』と思ったんですよ。ああうまいな

って感心しますよね。そういうの、自分で原画描こうと思うと、そんな、（弓が）膨らむっ

ていうのは、実際の現象としてはおかしいからって思っちゃうじゃないですか。でも、実

際に実写なんかで撮ると、多分こう（弦が）ブレてるような絵になるんだと思うんですよ。30 

それを表現しているんですね。膨らませることで。そういう発想そのものが、ああすごい

なと感心しますね。」 
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動画チェック・舘野仁美さん 
ﾒｲﾝｽﾀｯﾌの声 

 
メインスタッフのひとりに、動画チェックの舘野さんという女性がいる。彼女の仕事は、

まず完成した原画を見て、その動画を誰に描いてもらうかを判断し、発注する。そして上5 

がってきた動画をチェックし、直すのである。だから、絵についての総合力と人材掌握力

が必要である。舘野さんは宮崎監督からの信頼が厚く、「スタジオジブリの財産」だと思わ

れている。そんな彼女に、動画チェックのやり甲斐を聞いてみた。 

 
「ここに、とてもよい原画がひとつあるとしますよね。で、動画次第で良くも悪くもなる10 

んですよ。上がってきた動画の、例えば『顔』がよくないって言ったら、顔を直しますよ

ね。トレース画が上手じゃない人のは、もうトレースから直すわけです。そうすると、中

割りっていう間の絵も直さなきゃいけないんですけど、それ以上に、動きも良くなかった

ら、それも直しますよね。キリがないんです。自分で最初からやれば、その方が早いくら

いなんですけど、なるべくその人の絵を使いたいじゃないですか。やった人の気持ち考え15 

れば。何日もかけてやった仕事ですから。だから早く見なきゃいけない。早く、ここだけ

直せば使えるっていうのを、早く見切らないといけないんです。 
動画チェックは、ただ直せばいいっていうんじゃなくて、このポイントだけ押さえて、後

はもう泣こうっていうのも、忙しい仕事の中で考えながら、やらなきゃいけないんですね。」 

 20 

 
美術監督・田中直哉さん 

ﾒｲﾝｽﾀｯﾌの声 
 
宮崎監督の発想はひとクセもふたクセあるので、面食らうのだと言う。例えば・・・。 25 

「自分のイメージと宮崎さんのイメージに結構ギャップがあったりするんです。サンと乙

事主が血だらけで森の中を逃げ回るシーンがあって、そこをどういう感じ（背景）で行きま

しょうかと宮崎さんに伺ったんですね。『白谷雲水峡で行きましょう』って言われたんです。

そこは屋久島にロケハンに行って、いちばん初めに行った所なんですよ。とてもきれいな

所で、前の日まで降っていた雨がやんで、水滴がこうキラキラしている。日差しも、木漏30 

れ日があるような、すごくきれいな所だったんです。だからちっともイメージが湧かなく

て、あそこで行くんですかって言ったら、『美術だったら後はイメージでカバーしてくださ

い』って言われて。『陰惨なシーンだから、思い切り暗くして、そういうふうにしましょう』

って。そこ（白谷雲水峡）を思い浮かべると現実のきれいな景色が思い浮かぶものですから、
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目の前で描いているものとのギャップに、ちょっと苦しんだりしましたね。 
絵コンテから自分が想像した方向性は多分同じだと思うんですけど、宮崎さんの考えの方

が、もっとこう、深いんですね。『自分がこの位でどうでしょうか』と言うと、『イヤもっ

とこういう感じにしよう』と、そういうところにどこまでしがみついて行けるかっていう、

そんなところで苦戦しましたね。人生経験の差だと思うんですけど。なんちゃって。（笑）」 5 

 
 

色彩設計・保田道世さん 
ﾒｲﾝｽﾀｯﾌの声 

 10 

仕上げ室の色塗り作業を覗くと、スタッフが色指定にしたがって一枚一枚のセルに正確に

色を塗っている。タイトル明けの木漏れ日の森の中を、ヤックルに乗ったアシタカが行く。

わずか３秒のカットだが、４２枚のセルを全部塗り終わるのに丸二日かかるという。 
こうした色彩の設計を行うのが保田道世さんだ。アニメ映画制作上の必要性から、これま

でに５００種類以上の絵の具を新たに作り出してきた人として、保田さんは業界に知られ15 

ている。保田さんと宮崎監督は東宝動画時代からの仲間で「戦友」と呼ばれていた。 
その二人が、アシタカが米を買うときに使う大粒の砂金の色決めをしている。色見本表や

色見本短冊をいじりながら、「恥知らずにいこうよ」とは宮崎監督。「もう十分恥知らずだ

けど」と保田さんが返す。宮崎監督は派手好みなので、「赤っぽい金色」にしたいのだが、

保田さんは地味好みのようである。キャラクターの基本設定について、保田さんに質問し20 

てみた。 

 
「どのキャラにもやっぱり、格好良さがあった方が、あの、みっともない格好良さもある

けどね。最終的には監督が目指す作品に合っているということと、美術が描く背景の中に

乗ったときに収まりがあるっていうのがいちばんだと思うのね。でも、自分の中には、や25 

っぱりその格好良さってのは持ちますよね。」 

 
 

監督の自己確認に付き合う安藤さん 
ﾒｲﾝｽﾀｯﾌの声 30 

 
物語はいよいよ山場を迎え、宮崎監督は絵コンテを前に苦悩している。タタリ神と化した

乙事主に捕われたサン、彼女を救いたいアシタカ。しかし乙事主の周りには、幽猪（ゆうち

ょ：猪の皮を被っているが中身は人間）たちがいて邪魔をする。問題はアシタカにしゃべら
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せると、どうしても型通りの正義のセリフになってしまうこと。生意気なことを言わさな

いでアクションでつなげたい。宮崎監督、思い付いたアイデアに確信が持てないらしく、

例によって安藤さんに相談する。 

 
「安藤、これ、どう思う。幽猪の中に穴があって、そこから吹き矢をくわえてる男がプッ5 

と吹く。・・・これ普通、やんないよね。」「顔のアップでプッと吹くたって、おもしろくも

何ともないから・・・だから・・・あれ、いいねこれ、入れよう（笑）。」 宮崎監督は早速、

このカットを描き始める。しかし不安が残っているらしい。「いいのかなぁ・・・いいんだ。

通俗マンガだ。」と独り言。描きながらしゃべっている。安藤さんに語っているつもりであ

ろう。しかし、安藤さんは何も答えないので、独り言となる。「この連中の顔をさ、一切見10 

せないで行こうと思ったんだけどね。・・・嫌じゃない、中に入っている人間見えるとさ。

神通力失うでしょ。」 つまりは、今書いているカットの言い訳である。「もう、とやかく言

わない。殺す奴はさっさと殺す。・・・近代じゃないシチュエーションて、ややこしいね。」 
こうして覆面をした男が吹き矢を吹くアップが描かれた。「安藤、こうなんですけど。」と

安藤さんに見せる。「もう、こいつらはバラバラにしちゃうから。この後はね。もう、いい15 

でしょ。この連中が立ち上がったのが運の尽きだね。」 

 
宮崎監督が持ちかけてくる相談とは、自己確認のためのものが大部分。安藤さんの対応も

割り切りが身に付いている。現にこのやり取り、彼はここまでひと言もしゃべっていない。 

 20 

 

ある日のラッシュ 

宮崎監督にﾌｫｰｶｽ 
 

今日は「アシタカがヤックルに乗って山の斜面を駆け下りる場面」のラッシュである。関25 

係者全員で試写を見た。駆け下りるスピードに問題があるようで、宮崎監督の指摘はこう

だった。「なんか横に飛ぶときの加速がうまくいかないね。」 

 

結局、この場面はリテイク（撮り直し）となる。ラッシュは毎週土曜日に行われている。 

 30 

 

観察対象を脳に焼き付ける 

宮崎監督にﾌｫｰｶｽ 
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アシタカが怪我人を背負い、揺すり上げるカットを描いている宮崎監督が、「おんぶ」の

動作をしきりに確認している。自分でどっこいしょと揺すり上げる動きをやったかと思う

と、今度は演出助手たちに声をかけた。「アリ（有富）君、伊藤君におぶさって。伊藤君、ウ

ッて（おぶい上げる動作）やって。」有富さんと伊藤さんに実際に演じてもらっているのだ。

イメージを掴みかけた宮崎監督のリクエストが細かくなる。「アリ君、君は気絶してるの。」5 

「伊藤君、ウッて揺すりあげて。」－ 二度実演してもらって、宮崎監督は掴んだようだ。 

 

伊藤さんが、同じことを８年前にもやったことを思い出す。『となりのトトロ』でサツキ

がメイを背負うところだ。 

 10 

 

謎の図形 

宮崎監督にﾌｫｰｶｽ 
 

絵コンテ描きが行き詰まった宮崎監督は、その先のストーリーを矢印や図形を多用した図15 

に表して、研ぎ澄まそうとしている。監督の創作ノートには、不思議な図形がいっぱいだ。

安藤さんに持ちかける相談にも、この図形が使われる。宮崎監督の頭の中だけにある、具

体化しきれていない思考を、他者と共有するためのツールなのであろうか。いずれにして

も、抽象度の高い会話である。 

 20 

 

山犬に育てられた娘、サン 

宮崎監督にﾌｫｰｶｽ 
 

絵コンテ上、「月光にたてがみをきらめかせながら、屋根の上を山犬のように走るサン」25 

と書かれているシーン。設定の上では、サンは山犬に育てられた娘である。だが、普通、

そういうリアリティはなかなか出せない。しかし、このカットではそれが実感できるのだ。

走っているのは人間の姿をしたサンなのだが、走る姿が山犬そのものなのである。身体言

語が山犬になっている。なぜ、このようなカットが描けたのか。 

 30 

「アニメーターが掴まえなきゃいけないのは、基本的な骨格の塊なんだよね。それを掴ま

えれば、引き伸ばしたり縮めたりして応用が利くんだけど。」― 宮崎監督のアドバイス

を受けて、作画監督の高坂さんがイヌ科の図鑑と格闘した結果、山犬の骨格、走りのシル

エットを掴んだことで、すばらしい表現が生まれた。 
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美味そうなステーキの色 

職場の様子 
 
新人の研修も終わりに近付いた頃、宮崎監督も新人たちの絵を覗きに来ては指導の言葉を

投げかけていた。今、話題になっているのは、新人のひとりである田村さんが描き、彩色5 

した絵：木のお盆にのったステーキ。その色を「美味そう」にするにはどうするかだ。宮

崎監督が彼に色見本を見せながらながら、こう指導する。 
 

「『美味そう』というのは、こっちの色。彩度が高い色なんだ。やっぱり食い物ってのはね、

人間の感覚でいうと、こっちの方の鮮やかなものの方。ポイントである肉の色が、こう死10 

んだような色になっちゃたでしょ。それから、焼け焦げをどうやって表現するか。焼け焦

げも食い物でしょ。そうすると、灰色とかそういうものは、いちばん食い物と縁遠いんだ

よ。民族によっては焦げ目なんか見ると絶対に食わない奴いるからね。そうすると焦げ目

といってもどういう系統の焦げ目にするか。色のない焦げ目より、茶色の、うまそうな茶

色の焦げた色というね、そういうイメージで色を置いていかないと。この中でいちばん鮮15 

やかなのは、木のお盆だろう。そんなの死んでなきゃいけないのにさ。」 

 
大ショックの田村さん。そこにまた、ショックなものが届けられた。ステーキ屋のチラシ

広告である。これがまた、見ると「美味そう」。完全に負けていた。田村さん、素直に一言。 
「なるほど（笑）。分かってきたぞ。・・・掴みました。」 20 

 
感覚を論理で伝えるのは難しい。だが、演出家である宮崎監督は、あらゆることにＯＫと

ＮＧを出す人であり、多くのものの中からひとつのものを選び取る人である。その判定基

準に理屈がつかないと、説得力を持ちにくい。ある種、感覚的なことを理論化し、他人が

理解できる言葉にする必要があるのだ。確かにこの例は初歩の初歩だろうが、宮崎監督の25 

持つ、絵の欠点を見抜く力と、その欠点を修正する方向を指摘する的確さが生命線なのだ。 

 
 

宮崎駿の個性観 

宮崎監督にﾌｫｰｶｽ 30 

 
個性が、ひ弱な自分らしさ、わがままに等しいものと解釈されている現代のばからしさに、

宮崎監督は呆れている。「他人と違う」だけだったらどんな人間も「他人と違う自分」とい

うものを持っている。そんなものが個性なのかと言えば、大間違いだからである。宮崎監
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督はこう言う。 

 
「個性的な仕事ができるってのは、他人と共有できるものをどれだけ持っているか。これ

が実は重要な分母なんですよね。それがなくて、突出しているものだけを持っていても、

よほど優れた芸術家以外はダメですよ。僕らの仕事はね、共有できるものをいっぱい持て5 

ば、おのずとその上にその人間の個性が反映されてくるんで、個性で仕事しようという気

はないですね。その共有できる部分をちゃんとマスターしなければ話にならない。それが

できない人は集団作業には向かないですよ。」 

 
 10 

連日の夜食会 
職場の様子 

 
ある日の午後１１時、宮崎監督の隣に高坂さん（作画監督）がいないと思ったら、台所にい

た。みんなの夜食にと、トマトソース・スパゲッティを作っていたのである。これは、高15 

坂さんだけに限ったことではなく、スタッフが交代で得意料理の腕を振るい、連日、夜食

パーティが開かれていた。この日も料理の完成に合わせて、宮崎監督のアナウンスが鳴り

響いた。時計の針は午後１１時半を指している。「スタジオの勤労者のみなさん、これから

スパゲッティを２階のメインスタッフのところで食べますので、どうぞお越しください。

ポテトサラダもございます。」この時刻にも関わらず、鈴木プロデューサー他、約３０人が20 

集まってきた。 

 
また別の日（この日は休日で、動画スタッフから原画スタッフへの転向試験の日であった

のだが）、宮崎監督は自宅から蕎麦とネギを持ってきた。受験生たちにお蕎麦をごちそうす

るのだという。宮崎監督は「家の庭から抜いてきた」というネギを台所で刻み始めていた。25 

夜７時、受験生７名とメインスタッフ合わせて約２０名、和気あいあいの夕食タイムが始

まった。 

 
 

全部アニメーションに吸い取られる人間でないと 30 

宮崎監督にﾌｫｰｶｽ 
 

「結局、本当に思うけど、趣味持ってる奴はダメですね。全部アニメーションに吸いとら

れてしまった人間じゃないと。好きだからそれについては詳しいとかね、そういうことは
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あっても、そこに仕事を忘れて没頭できるから好きという奴は、やっぱり何かが違う。（ア

ニメを）動かすことによって、欲求不満をはらしていくっていう人間じゃないとね。そんな

こと言ってもしょうがないですけどね。それで、家に帰ってみたら、いつの間にか子ども

が大きくなっていたなんて生活を僕はやっちゃったから（笑）。僕は息子が二十歳のときに

息子に言われましたからね。『おふくろが可愛そうだ』って。黙ってるしかないから黙って5 

ましたけどね。でも、そういう父親をものすごく批判していた息子どもが、二人ともそう

なっちゃったんで、ザマー見ろって（笑）。人生の難しさが分かっただろうって（笑）。」 

 
宮崎監督は、このようにしみじみと語った。また、彼の次男の敬介さんもこう言っていた。 

 10 

「子どもの頃は、ほとんどすれ違い状態でしたから会話する機会ってなかったですね。普

通に何とか話せるようになったのは、大学生になってから。とにかく僕らが学校行くとき

はまだ寝てて、夜はこっちが先に寝ちゃう。日曜も会社に行ってたから、日曜の晩ごはん

だけ一緒。今となっては、自分も同じ時間に起きてきて、すっかり同じ生活習慣になって、

やってて相当苦しくなってきても、つい親父と比べて、親父もあれだけ働いているんだか15 

ら、俺も働かなきゃって。比べる対象がちょっと忙しすぎる人間なんですけど。」 

 
 

２０分だと３時間 
鈴木ﾌﾟﾛﾃﾞｭｰｻｰにﾌｫｰｶｽ 20 

机で作業している宮崎監督。絵コンテを描いているようだ。苦しそうだ。作家の苦労がに

じみ出ている。足元では貧乏ゆすりが始まっている。どうやら「貧乏ゆすり＝絵コンテ描

き」のようだ。だから、まず足元をみれば、作業が絵コンテか原画チェックか分かってし

まう。原画チェックはどこか開放的で、欲求不満の解消になるようなのだが、絵コンテと

なると筆はなかなか進まない。上半身はほとんど「考える人」と化している。 25 

 
やがて、「うまく行かんねえ。たちまちカット数だけどんどん増えて。」と、いつものよう

に安藤さんに語りかけた。「たちまちカット数だけどんどん増えて」は、なぜダメなのか。

それは映画を体験するその生理的時間に、ある種の制約があるからだ。この問題について

は、鈴木プロデューサーが語ってくれたおもしろいエピソードがある。 30 

 
「最初に宮さんが絵コンテ描いて僕に見せてくれたときに、ちょっと気になったことは、

もののけ姫サンの登場まで２０分近くかかってるんですね。ヒロインの登場に２０分かか

ったら、こりゃ、終わるのに３時間なんですよ。で僕はね。宮さんに『これもう少し早く
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なんないですか』と言ったんです。『なんで？』っていうから、『３時間になっちゃいます

よ』と。そういうときは彼、なにしろ見栄張る方ですから、『鈴木さん、３時間になるやつ

を２時間で仕上げるのが、腕ってもんですよ。』とかなんとか言ってたんですけどね。」 

 
観客としての経験から言っても、よくまとまった映画は、やはり１時間４５分前後である。5 

営業的にも、２時間を越える映画は敬遠される。上映回数が減り、お客の回転が悪くなる

からである。さらに、肝心のジブリの生産能力も、今の宮崎スタイルでは１年間に６０分

が限度だ。こうして宮崎監督は、表現者としてのプライド（描きたいものを過不足なく最短

距離で描くこと）と、スタジオのリーダーとしての責任感（公開に間に合わせること）から絵

コンテと格闘することになる。 10 

 
 

宣伝コンセプト会議 
鈴木ﾌﾟﾛﾃﾞｭｰｻｰにﾌｫｰｶｽ 

 15 

１９９６年１０月、熱海にあるＮＴＶ宿泊施設「伊豆山グリーン・クラブ」にて、宣伝関

係者の合宿が行われた。出席者は『もののけ姫』の出資者を代表する面々 － 電通の福

山亮一さん、曽我有信さん、徳間書店の武田実起男さん、日本テレビの奥田誠治さん、藤

本鈴子さん。スタジオジブリからは鈴木敏夫プロデューサーと川端俊之さんが参加した。 

 20 

会議室の白板は、宣伝パブリシティ作戦でいっぱいである。宣伝パブリシティが多岐に渡

って用意されているか否かは、映画会社の興行部、営業部の判断、つまり映画館押さえに

大きく影響する。例えば東宝洋画系で言えば、その映画の興行力見込みによって、一に日

本劇場、二にスカラ座、三に日劇プラザという、東京・有楽町（日比谷）エリアの劇場（付属

資料５参照）が決まる。そして、その有楽町（日比谷）エリアのランク付けが、地方の興行25 

主の判断に影響を与え、全国の上映館が決まり、結果的に集客キャパシティが決まってし

まうのである。会議のメンバーに向かって、鈴木プロデューサーが言った。 

 
「（丸の内エリアの）映画館が決まった途端、こちら（日比谷映画・みゆき座・ニュー東宝シ

ネマ１）の最大目標が２０億だとしたら、こちら（スカラ座・日劇プラザ）だと４０億になっ30 

ちゃうんですね。今、『もののけ』はスカラにするかどうかで、東宝の興行部、営業部は相

当悩んでいます。４０億以上ほんとうに狙うのか、５０億をね。それとも今までのジブリ

作品のように２０億を目標にして３０億にするのか。対抗馬は２０世紀フォックスです。

日劇は『ロストワールド／ジュラシックパーク』に決まってますから。」 
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夕方になって、ポスターを持って東宝宣伝部の矢部勝さんが合流。やがてメイジャー（宣

伝プロダクション）のスタッフたちも大挙して駆けつけ、夜の部の会議が始まった。夜の部

のテーマは宣伝コンセプト。冒頭、日本テレビの奥田さんが、正面中央に置かれた白版を

スルスルっとどける。奥から現れた黒板には『目標配収５０億』と書かれていた。「という

ことでがんばりましょう」と、夜の部の会議が始まった。 5 

 
鈴木プロデューサーは最初に、会議の目的を次のように語った。「まず作品の理解、その

中で何を世間の人にアピールしていくのか。そこら辺を今日の合宿では探れたらいいなと

思って、みなさんに集まってもらいました。」 

 10 

かくして滑り出した会議であったが、時間の経過とともに、配収目標のレベルの高さに足

を取られた発言が増えてしまった。鈴木プロデューサー、すかさず、「配収目標忘れません

か？」と軌道修正する。 
にもかかわらず、まずは「超大作感」を売り物にしようという意見が相次いで、鈴木プロ

デューサーは明らかにいらついていた。「そこのところをいちばん聞きたいんですね、みな15 

さんに。本当にそう（超大作感を『売り』にする）なのか。何でか。」－ 鈴木プロデュー

サーが言いたいのは、「超大作としてハリウッド（ロストワールド）と正面からまともに勝負

するのか、それとも別の見せ方をして戦うのか」ということなのだ。 
鈴木プロデューサーのこのひと言をターニングポイントに、議論は深まり始める。「自然

はやさしさだけでなく、凶暴なものでもある」という表現を巡って、「凶暴」という言葉を20 

宣伝に使えないかという議論がひとしきり続いたあと、鈴木プロデューサーがこう締めた。 
「あるワンポイントね、何かいやなものを入れておくとね、それがなんか宣伝の期間の間

に、いいものに変わっていくっていうんですか。それをやりたいんですね。僕はそれにあ

えてこだわるわけじゃないけれど、そりゃあ宮崎映画でね、腕がもぎれ、首が飛んだらね。

普通の人は着目するに決まってるんだもの。これは僕は、自分が記者やってたから余計そ25 

う思うんです。だから、普通だったらマイナスだと思われる要素をね、むしろ前面に出し

た方がね、僕は絶対に飛びついてくると思う。」 

 
 

ロバの群れ 30 

宮崎監督にﾌｫｰｶｽ 
 
ディズニーの監督二人、『ノートルダムの鐘』を共同監督したカーク・ワイズさんとゲイ

リー・トゥルースデイルさんがスタジオジブリにやってきた。同じアニメーションという
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仕事ゆえに共通点も多いからか、お互いの冗談がよく通じ合って、笑いが絶えなかった。 

 
特に盛り上がったのは、監督共通の苦労話、大勢のアニメーター・スタッフを統率するこ

との難しさについてである。宮崎監督はアニメーターたちをロバの群れに喩えた。 
「あの、羊だったらね、ヤギが一頭歩いていくと、みんなぞろぞろ（ヤギに）付いていく。5 

でもドンキィは絶対無理。で、お尻叩くと２、３歩走る。タタタ、で、止まっちゃう（大笑

い）。で、こっちをやってると、向こうのは、いつの間にか向こうへ行ってしまう（笑）。」 
よほど同じ気分を味わっているのだろう。カール・ワイズ監督はすかさず言った。「気に

入りました。これ使わせてもらいます（笑）。」 

 10 

 

『もののけ姫』のグレードを上げる 
鈴木ﾌﾟﾛﾃﾞｭｰｻｰにﾌｫｰｶｽ 

 
監督間の懇親とは別の次元で、徳間グループとディズニーが提携するという大きな話が進15 

んでいた。その辺の事情を鈴木プロデューサーに聞いてみた。 

 
「制作費が２０億円だと、これで収支トントンというペイラインが配給収入３０億円なん

ですね。ジブリの場合、今までヒットしたといっても、『紅の豚』の２８億５千万円が最高

で、それだけ集めたとしても、映画の興行としてはマイナスになっちゃうわけなんです。（過20 

去のスタジオジブリ作品の配収一覧は付属資料１参照） 
そうすると、今までの宣伝をやってるだけではダメなんだなと。もうひとつ大きいのやら

ないといけないなと。そんなことをずっとあれやこれや考えてたんですけどね。そんな矢

先、ディズニーさんがジブリに接触してきたんですね。で、何かなぁと思ったら、ジブリ

の過去の作品のビデオを、ぜひディズニーで発売させてくれないかと。でまぁ、いろいろ25 

と聞いてですね、ハッと思い付いたんですね。どうせやるなら大きい話にしませんかと。

相手はブエナビスタ日本代表の星野康二さんていうんですが、あなたにジブリのビデオ化

の権利をあげるから、その代わり、この『もののけ姫』をアメリカで公開しないかと言っ

たんです。でまぁ、そういうことを考えたっていうのは、野茂が大リーグに行って活躍し

ているなんていうのもあったんですけどね。それが日本に伝わってくると、すごい大騒ぎ30 

になるじゃないですか。この『もののけ姫』のグレードを上げるためにはね。これはアメ

リカに行って全米公開される作品だと。世界供給されるんだと。そういうことはみんなの

意識の中っていうのか、宣伝にはね、大きな役に立つんじゃないかと。そういうことで星

野さんといろいろ話し合った結果、トントン拍子にね、その後うまくいったんですよ。」 
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『もののけ姫』予告編 
鈴木ﾌﾟﾛﾃﾞｭｰｻｰにﾌｫｰｶｽ 

 
「今までのジブリと違う」ことを売り物にした予告編について、鈴木プロデューサーに語

ってもらった。 5 

 
「ジブリ作品の予告編はね。僕は今まではある方針を持ってやってきたんですよね。それ

が何かっていったら、いろんな予告編がカットの積み重ねが多いでしょう。それで言うと、

ま、ちょっと専門的なことになっちゃうかも知れないんですけど、あるワンショットを長

く見せようと。そうすれば、他の予告編と比較したときに特色が出て、印象に残るんじゃ10 

ないかと。まぁ、アニメーションだからその区分けはできるだろうと言っても、あるひと

つのシーンを、いいシーンをじっくり見せると、こういう方針でやってきたんですけど、

今回だけはね。僕もカットを積み重ねてみようと思ったんですよね。 
今だから言えるというのか、ヒントは『映像の世紀』でしたけどね。僕、いつも一緒に組

んでやっている板さん4という人にね。『えー、ちょっと今度はカット短くしよう』って。『３15 

０秒で３０カット入れたらどうなるかな』って。そうしたら彼が『やりましょう！』って。

で、まぁ、ジブリがね、今までのジブリと違うっていうのが、僕なりのメッセージなんで

すけどね。僕としてはよかったと思ってます。」 

 
保田さん（色彩設計）がその予告編を見たらしく、「あの子を解き放て、あの子は人間だぞ」20 

と言いながら宮崎監督の席にやってきた。今回の予告編は今までのジブリと全然違う雰囲

気を持っているところが、保田さんは気に入っているようだ。 

 
 

スタッフのバイク事故 25 

職場の様子 
 
１９９６年１２月１４日、原画の吉田健一さんがバイクで出勤途上、事故を起し重傷だと

いう連絡が入ってきた。緊急職場会議が開かれ、宮崎監督から事故の様子が発表された。 

 30 

「まったくの自損事故。バイクも無茶苦茶。かなりの重症で骨盤と背骨に損傷があるんじ

ゃないかと。出血が止まらない。輸血の必要、血液型はＢ型。」 スタジオ中に緊張が走っ

                                                  
4 板垣恵一氏（ガル・エンタープライズ社）。 業界では「予告編の巨匠」と言われている人物。 
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た。やがて、病院に駆けつけた制作の田中さんから、「一命は取り留めた。ひと安心。」と

いう連絡が入る。 

 
吉田さんが抱えていた原画１４カットは、近藤喜文さんが描くことになった。後日、吉田

さんを見舞いに行った高坂さんに対して、宮崎監督がいつもの毒舌を吐いた。「（俺が見舞5 

いに）行ったら怒鳴り散らすんじゃないかと思って行かなかった。肝心なときに役に立たな

いで、事故ってるやつは最低だ。・・・本気だからね。そう伝えといて。俺は、原画終わら

せないで事故ったことが許せない。結局いちばん要のトコ全部手付かずなんだよ。逃げと

しか思えないよ。敵前逃亡。」－ そう言いながらも、宮崎監督は実は、吉田さんのこと

を人一倍心配しているようだ。 10 

 
 

タフな映画 
鈴木ﾌﾟﾛﾃﾞｭｰｻｰにﾌｫｰｶｽ 

 15 

提携先のディズニー本社からの打ち合わせから帰ったばかりの鈴木プロデューサーから

『もののけ姫』のアメリカでの反響が伝えられる。１分間の予告編を持ち込んでいたのだ。 

 
「この『もののけ姫』を見終わった瞬間、どういう反応があるかなぁと、僕も非常に不安

になったんですけど、終わった瞬間、みんなナンにも言わないんですよね。一瞬間が空い20 

たんで、まぁ普段、僕は『これどうだった。よかったでしょう。』ってすぐ言うんですけど、

なんせ相手が外人なもんですから（笑）、そこら辺うまく通じないんでね。どうなるかなぁ

と思ったら、その『ヘラクレス』担当の女性がね、いきなり振り返って、『エキサイティン

グ』って言い出しましてね。『非常におもしろそうだ』っていってくれまして・・・。その

後、スタジオジブリ担当でトッド君に『どうだった』って聞いてみましたら、『もののけ姫』25 

の方がおもしろかったっていうことを言い出したんですね。『もののけ姫』というのは人間

性に訴えてくる。たった１分のトレーラー5とはいえ、それが非常に伝わってきたと。 
実はその次の日、マイケル・ジョンソン社長ともう１回会う機会がありまして、そしたら

社長はストレートだったですね。いや、『もののけ姫』はたいへん期待が持てると。１分じ

ゃなくもっと見せろと。それで僕は『どうだった』と聞いてみたら、彼はひと言、『タフな30 

映画だった』と。僕はタフってどういう意味かよく分からなかったんですけど。・・・タフ

ってのは、要するに、表面おもしろいだけじゃなくて、ちゃんと中身があるんだと。それ

                                                  
5 “trailer”（映画の予告編） 
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が非常におもしろそうだと。『もののけ姫』ってのは、大人にも訴えかけてくるものがある

と、それを非常に感じた。たった１分とはいえね。」 

 
世界配給への道は、着々と進んでいるようだ。『魔女の宅急便』以来、「チーム鈴木」は興

行的に連戦連勝を重ねているのである。 5 

 
 

奇跡の追い込み①「日常生活をある程度犠牲に！」 
職場の様子 

 10 

１９９７年３月、ジブリには『もののけ姫』公開危うしの危機が迫っていた。「エボシは

殺せない」と言って聞かない宮崎監督が、その代案として、作品を１５分延長することを

決めてしまったからだ。ジブリの生産性は５分／月。１５分の延長は３か月分の工数増を

意味するから、６月１日の完成予定が９月１日にずれ込む。封切り予定日は７月１２日な

のだから、一大事なのである。３月２２日に行われたスタッフ集会の席上で、制作デスク15 

の田中千義さん6は、ホワイトボードに「動画の残り枚数２１,２１３枚」と書くと、作画ス

タッフ全員に今の危機的状況を訴えた。 

 
「えー、今やっぱりいちばん問題になっているのは動画です。１３,０００枚を４月の１５

日までに消化したいと思っています。完成披露試写会に白みの映画っていうのは、これは20 

絶対に許されないことです。・・・日常生活をある程度犠牲にしてくださいとしか、僕には

言いようがないです。それくらいまでやらないと、多分上がりません。」 

 
 

奇跡の追い込み②「孫子の代まで伝えられるように」 25 

宮崎監督にﾌｫｰｶｽ 
 

「動画の残り枚数２１,２１３枚」と書かれたホワイトボードの前に、今度は宮崎監督が乗

り込んできた。追い込みの激が飛ばされたのである。 

 30 

「えー、ちょっと未曾有の事態だと思うんです。ハッタリでも何でもありません。それで

今の時点で２０,０００枚残っているというのは、普通の長編でも尋常じゃないのに、塗り

                                                  
6 彼の仕事は、各部門の進行状況を把握し、管理することである。 
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を（仕上げ）考えたらただごとじゃないです。・・・あの、こういうクオリティでセル・アニ

メーションを作るのは、多分これが最後だろうと思いますね。一昨年の７月から、ま、這

うように登ってきたと言えば、よくここまで登ってきたと思うんで、あのぅ、ここから先

のもうひと上り。最後のどん尻まで、地獄を見て、一緒に、そのセル・アニメーションの

追い込みっていうのはこういうもんだったというのを、孫子の代まで伝えられるように十5 

分味わってください。」 

 
スタッフの負担を少しでも軽くするために、宮崎監督は映画の終盤部分のレイアウトを一

手に引き受けた。もちろん、スタッフたちも必死だ。安藤さんと舘野さんの指にはたくさ

んのテープが貼られている。これは整体師が貼ったものだ。宮崎監督は昨年１０月ごろか10 

ら、スタッフに整体にかかることを奨励、整体師にジブリに出張してもらうとともに、社

内で整体券を発行することまでしているのだが、スタッフたちの身体はもうボロボロのよ

うだ。 

 
 15 

奇跡の追い込み②「３ヶ月分を１ヶ月で」 
鈴木ﾌﾟﾛﾃﾞｭｰｻｰにﾌｫｰｶｽ 

 
しかし、「気合と根性」だけでは乗り切れないときがある。ジブリのスタッフだけでは、

いくら何でも肉体的限界、物理的限界があるというものだ。この危機をどうやって乗り切20 

ったかを、後に鈴木プロデューサーが証言してくれた。 

 
「どうやってやったら上がる（完成する）かと。それでまぁ、あれ２月の中旬だったと思う

んですけど、メインスタッフを僕の部屋に呼びましてね。まぁ、こういう事情だと。上げ

るための努力をしてもらいたいと。『どういうことですか？』って言うから、つまり『チェ25 

ックを緩めてもらいたい』と。でなきゃ、この作品完成しないと。それで、必要なことは

やりますと。 
『何だ？』っていうから、『人を集めます』と。それでまぁ、ジブリの各パートの基準って

いうのは非常にレベルが高くて、この会社じゃダメだとか、この人じゃダメだとかね、い

ろいろあるんですけど、その基準を緩めてもらえればね、これは完成するから。あなたた30 

ちの協力さえあればできるのでね、お願いしたいってことで、僕としては頭を下げました。 
それでもう、その日からウォーと人海戦術でね、動画のスタッフ、色を塗る人、それから、

ついには色を塗りきれないことも分かりますんで、コンピューターの導入、そういうこと

をやることによって、実は奇跡が起こりましたね。その奇跡っていうのは３月に起きたん
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ですけどね。ま、ざっと大雑把な話なんですけどね。３か月分を１ヶ月でやっちゃうんで

すねぇ。それは僕自身も驚きました。」 
 
 

◇  ◇  ◇ 5 

 
 
 

『もののけ姫』公開初日 
１９９７年７月１２日 10 

 
 

東京・有楽町マリオン前に並ぶ前日からの徹夜組は６００人を数えていた。い

ちばん乗りのお客さんは前日の昼から並んでいるという。１９９７年７月１２日

午前６時１５分現在、約２３００人が行列していた。 15 

 
 
６時３０分に鈴木プロデューサーが到着して言った。「昨日の夜中の１２時半ごろ来たら

３００人並んでくれていました。いやぁ、うれしかったですね。で、僕の顔を知っている

人がいて、握手などしてくれたと。」 20 

 
前夜からのこうした盛り上がりを受けて、実は前日深夜に早朝追加公演が決定されていた。

東宝の西野専務は、そのときのことを次のように語っている。 

 
「（前日夜の段階で）もうすでにね。マリオンの周りにいわゆる宮崎ファンていう、ま、こ25 

れは恒例のファンがいるわけなんですけど、今までとね、熱気が違う。今からプリント１

本焼いて（上映準備して）、朝とにかく７時ごろから、１回か２回、日劇東宝を開ける。で、

日劇プラザでは１１時に宮崎監督以下声優の舞台挨拶をセットしていたわけ。で当然、開

けるためにはその前の回にも（舞台挨拶を）やってもらわなければいかんわけ。（そうする

と）日劇東宝（９Ｆ）を朝から開ければ、『もののけ』がこっちのフロアで、日劇（１１Ｆ）が『ロ30 

ストワールド』で、まさに（マリオンが）日米決戦を象徴できる場所になるわけ。」 

 
公開初日の午前７時３０分、追加上演が始まった日劇プラザはただちに立ち見となり、

マリオン１Ｆのチケット売場前では、メガホンを持った係員がこうアナウンスしていた。 
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「『もののけ姫』、９：３０、１２：２０の回は満員のためご入場になれません。ご入場券

の発売も一時中止しております。ご入場券をお求めのお客様は、１３時以降に今一度お越

しくださいませ。」 
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『もののけ姫』ストーリー 
 
 

大和朝廷との戦いに破れ、何百年もの間、東北の山里に隠れ住むエミシの一族。 
その王家の血を引くアシタカは、村を襲ったタタリ神を倒したために、 

死の呪いをかけられてしまう。 
 

村の掟により断髪され、村を出なければならなくなったアシタカは旅に出る。 
誇り高い猪神をタタリ神に変えたほどの憎しみの謎を解くための旅であった。 

 
道中で出会ったジコ坊から教えられ、西にあるという太古の森へと向かうアシタカ。 
木々が黒々と生い茂る深い森には、巨大な猪や山犬、鹿などの賢い動物たちが住み、 

人間たちからは「荒ぶる神々」として恐れられていた。 
 
 

アシタカが出会った少女サン・・・ 
人間の子でありながら山犬モロに育てられた「もののけ姫」もまた、 

神聖な土地を侵す人間たちを憎み、襲っていた。 
狙うはタタラ場の製鉄集団を率い、神々を森から一掃しようとするエボシ御前だ。 

 
生きるために森を拓き、豊な土地を作ろうとする人間たちと、 

生きるためにその森を守ろうとする神々の対立。 
双方とも己の信念を正義だと信じる。 

そのどちらに味方すべきかアシタカは迷う。 
不老不死の力を求め、神々の長であるシシ神の首をつけ狙う大侍の一団もからみ、 

ついに三つ巴の凄惨な戦いが始まった。 
 

 
惨劇の中で出会い、しだいに心を通わせていくサンとアシタカ。 

終わりなき憎悪と殺戮の果てに少女は言う・・・ 
「アシタカは好きだ。でも人間を許すことはできない」 

少年は微笑みながらこう答えた。 
「それでもいい。私とともに生きよう」と。 

 
 

「『もののけ姫』CARD COLLECTION」（日本テレビ放送網株式会社、１９９７）から引用・編集してケースライターが作成した。

90-04-519227
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『もののけ姫』主要キャラクター（声優） 
 
 
 
アシタカ（松田洋治）  村のためにタタリ神を倒したことで呪われた少年。 
 
ヤックル   アシタカとともに旅する利口な動物。 
 
タタリ神（佐藤充）  呪われて凶暴化した猪。アシタカの村を襲った。 
 
カヤ（石田ゆり子）  アシタカとの将来を約束されていたエミシの村の娘。 
 
ヒイさま（森光子）  エミシ一族の老巫女。アシタカを西の地へ向かわせる。 
 
エボシ御前（田中裕子）  タタラ集団を統率する女。動物たちを攻撃する。 
 
ゴンザ（上條恒彦）  エボシ御前に忠実な部下。エボシを敬い慕っている。 
 
甲六（西村雅彦）  アシタカに命を救われるタタラ場の男。 
 
トキ（島本須美）  甲六の妻。タタラ場の製鉄所で働いている。 
 
ジコ坊（小林薫）  不老不死の力を持つというシシ神の首を狙う坊主。 
 
サン（石田ゆり子）  犬神モロに育てられた人間の子「もののけ姫」。 
 
モロ（美輪明宏）  ３００歳の雌の山犬神。サンを育てた。 
 
乙事主（森繁久彌）  かつてはモロと恋仲にあった猪神の長老。５００歳。 
 
シシ神  荒ぶる神々と恐れられた動物たちを従える神。 
 
 
 

 
「THE ART OF The Princess MONONOKE」（徳間書店、１９９７）を参考にケースライターが作成した。 

90-04-5192 28
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製作総指揮 徳間　康快 録音・整音 井上　秀司

製作 氏家斉一郎 成田豊 録音助手 福原　正博

原作・脚本 宮崎　駿 整音助手 浅倉　務 高木　創（東京テレビセンター）
内田　誠（オムニバスプロモーション）

音楽 久石　譲
効果制作 サウンドリング

作画監督 安藤　雅司
効果 伊藤　道廣

高坂　希太郎 近藤　喜文
効果助手 石野　貴久

原画 大塚　伸治 篠原　征子 森友　典子 賀川　愛
小西　賢一 遠藤　正明 清水　洋 栗田　務 効果協力 VOX
箕輪　博子 三原　三千雄 大谷　敦子 稲村　武志 猪飼　和彦 渡辺　基 時田　滋
芳尾　英明 二木　真希子 山田　憲一 笹木　信作
山森　英司 吉田　健一 松瀬　勝 桑名　郁朗 効果音取材協力 愛知県鳳来町・加藤隆雄
松尾　真理子 河口　俊夫 野田　武広 杉野　左秩子 東京都北区弓道連盟
近藤　勝也 金田　伊功 正宗工芸・山村網廣
テレコム・アニメーション・フィルム
田中　敦子 音楽制作 ワンダーシティ

山下　幸郎 滝川　透
スタジオジブリ

動画チェック 館野　仁美 稲城　和実

中村　勝利 斉藤　昌哉 音楽ミキサー 大川　正義 森本　信
中込　利恵 小野田　和由

演奏 東京シティ・フィルハーモニック管弦楽団
動画 手島　晶子 大村　まゆみ 北島　由美子 真野　鈴子 ピアノ　久石　譲

坂野　方子 柴田　和子 倉田　美鈴 沢　九里
鈴木　麻紀子 鈴木　まり子 菊池　華 鶴岡　耕次郎 指揮 熊谷　弘
田村　篤 野口　美律 藤井　香織 米林　宏昌
矢地　久子 山田　珠美 川田　学 佐光　幸恵 CD制作 徳間ジャパンコミュニケーションズ
アレキサンドラ・ワエラウフ ダビッド・エンシナス 岡田　知子

東　誠子 山浦　由香里 西戸　スミエ 槇田　貴代子 録音スタジオ
宮沢　恵子 コマサ 土岐　弥生 柴田　絵里子 音楽収録 ワンダーステーション
長嶋　陽子 椎名　律子 岩柳　恵美子 藤森　まや 石原　裕也
近藤　梨恵 常木　志伸 西河　広美 渡辺　恵子 アバコクリエイティブスタジオ
谷平　久美子 矢野　守彦 古屋　浩美 安達　晶彦 金井　光晴 廣岡　信貴
山本　まゆみ 中山　大介 田辺　雅恵 新留　理恵
松下　敦子 大田　久美子 清水　理枝 林　良恵 台詞収録 ＭＩＴスタジオ
小林　幸子 手塚　寛子 原口　ちはる 池場　達也 西島　理恵 八十嶋　祐樹

アバコクリエイティブスタジオ
テレコム・アニメーション・フィルム 金井　光晴 廣岡　信貴
飯盛　夏子 渡邊　奈津子 矢沢　真由 東樹　葉子
中路　景子 毛利　志乃舞 小高　雅子 上田　峰子 録音 東京テレビセンター
板垣　伸 安留　博子 高野　昌江 式部　美代子
与沢　桂子 平井　和子 藤倉　雅代 宇田　明彦 光学録音 上田　太士

作画協力 アニメトロトロ オープロダクション デジタル光学録音 西尾　昇
スタジオコクピット スタジオたくらんけ
グループどんぐり タイトル 真野　薫 吉田　由香里（マリンポスト）

美術 山本　二三 田中　直哉 編集 瀬山　武司
武重　洋二 黒田　聡

編集助手 水田　経子 内田　恵 田村　眞子
男鹿　和雄

監督助手 伊藤　裕之
背景 吉田　昇 春日井　直美 長縄　恭子 斉藤　久恵

伊奈　涼子 平原　さやか 荒井　貞幸　 太田　清美 演出助手 有富　興二 石曽根　正勝
谷口　淳一 長田　昌子 佐々木　洋明 田村　盛揮

制作担当 川端　俊之
特殊美術 福留　嘉一

制作デスク 田中　千義 西桐　共昭
特殊効果 谷藤　薫児

制作進行 大塚　浩二 居村　健治 鈴木　健一郎
橋爪　朋二 村上　正博
榊原　豊彦 谷口　久美子 制作業務 野中　普輔 望月　雄一郎

色彩設計 保田　道世 広報 山本　珠実 長澤　美奈子

色指定 井関　真代 森　奈緒美 守屋　加奈子 キャラクター商品開発 今井　知己 浅野　宏一

仕上 小野　暁子 熱田　尚美 織田　冨美子 野村　雪絵 インターネット 石光　紀子
山田　和子 鈴木　栄一 片山　由里子

プロデューサー補 米沢　敬博
スタジオキリー
岩切　当志子 高橋　直美 宮本　智恵美 清水　まり子 出版担当 田居　因
森沢　千代美 渡辺　信子 平林　和広 谷島　香
石川　香織 土屋　裕美 工藤　百合子 原井　智恵 宣伝プロデューサー 矢部　勝
児玉　敦 浦山　和恵 平良　ふみ子 券野　君子
石黒　静 吉田　美夜子 高木　小百合 後藤　恵子 東宝 荒井　重人 伴田　雄輔
大隈　昌子 佐々木　恵子 角田　和子 中釜　かおる
トレスマシン 柚木脇　達己 メイジャー 脇坂　守一 岡村　尚人 土屋　勝

小柳　道代 笹田　文代 机　ちひろ
IMスタジオ 福田　のぞみ 加藤　麻里子
伊勢田　美千代 尾崎　美人 鍋谷　恒 浅井　より子
西村　豊美 森田　薫 安味　香織 大内　一美 原　美恵子 渡辺　美佳
木村　裕美子 天満　友美 佐藤　けい子 赤沼　茂子 特別顧問/徳山　雅也
前原　絹代 船崎　幸子 栃原　多恵 小林　一夫

予告篇制作 ガル・エンタープライズ
トレース・スタジオ・M 板垣　恵一 花本　浩子
安斎　直美 相原　明子 杉山　和歌子 金内　順子
醍醐　玲子 古屋　純子 藤橋　清美 戸塚　純子 海外プロモート担当 スティーブン・アルパート

森吉　治予 濱田　啓路
東映動画
黒沢　和子 奥西紀美代 坂野　園江 入江　三帆子 「もののけ姫」制作委員会
五十嵐　令子 古屋　純子 船橋　清美 戸塚　友子

徳間書店
テレコム・アニメーション・フィルム 大塚　勤 室井　實 塚原　昇
山本　智子 人位　万里 長嶋　さゆり 太田　真樹子 伊藤　純子
石川　恵里子 西脇　好美 宮川　淳子 長岡　純子

日本テレビ放送網
スタジオOM青森ワークス アニメハウス 漆戸　靖治 坂田　信久 武井　英彦
はだしぶろ ピーコック ムッシュオニオン 伊藤　和明 長崎　佳子 藤本　鈴子
スタジオOZ スタジオアド 野元　佳子 門屋　大輔 紙谷　知子

技術協力 村尾　守 電通
内外カーボンインキ 桂田　光喜 野田　孝也 勝田　祥三
スタック 斉藤　芳郎 青柳　教載 福山　亮一 曽我　有信
太陽色彩 北村　繁治
CHROMACOLOUR INTERNATIONAL LTD. 　　ROY EVANS スタジオジブリ

古林　繁 荒井　章吉 一村　晃夫
デジタル・ペイント 洞口　朋紀 駒形　省吾 藤律　英子

石井　裕章 佐藤　麻希子 杉野　亮 服部　圭一郎
制作担当 奥田　誠治

高橋プロダクション/T2Studio
高橋加奈子 石堂　めぐみ 村田　ゆき 下江　由美子 特別協力 読売新聞社
垣田　由紀子

現像 IMAGICA
D.R MOVIE T&V タイミング 平林　弘明

オプチカル 関口　正晴
CG制作 菅野　嘉則 百瀬　義行 片塰　満則 井上　雅史 デジタルフィルムI/O　　　　　　辻　英男

撮影監督 奥井　敦 技術協力 森　幹生
コンチネンタルファーイースト株式会社

撮影　 薮田　順二 高橋　わたる 古城　環
制作 スタジオジブリ

音響制作 オムニバスプロモーション
プロデューサー 鈴木　敏夫

録音演出 若林　和弘
監督 宮崎　駿

録音演出助手 真山　恵衣

映画『もののけ姫』エンディングのスタッフ・ロールから引用してケースライターが作成した。

『もののけ姫』スタッフ

90-04-519229
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東宝系・有楽町（日比谷）エリアの劇場スペックと上映スケジュール 

 
1997/7/
7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

MON TUE WED THU FRI SAT SUN MON TUE WED THU FRI SAT SUN MON TUE

日本劇場 　ザ・エージェント 　ロストワールド／ジュラシックパーク
マリオン11Ｆ 　月～木10:00/1:00/3:55/6:55 　8:00/10:30/1:20/4:10/7:00
（1008席） 　金9:00/11:55/2:55/5:55/8:40 　土オールナイト9:45/12:15/2:45

日劇プラザ 　レリック 　もののけ姫
マリオン９Ｆ 　月～木11:40/2:10/4:40/7:10 　月～木9:40/12:40/3:40/6:40
（554席） 　金10:45/1:10/3:40/6:10/8:30 　金土日祝9:30/12:20/3:10/6:00/（金土8:45）

日劇東宝 　誘拐 　学校の怪談
マリオン９Ｆ 　月～木11:30/2:00/4:30/7:00 　9:20/11:25
（708席） 　金土日祝10:30/1:00/3:30/6:00（金8:20） 　1:30/3:35/5:35

ﾆｭｰ東宝ｼﾈﾏ１ 　スター・ウォーズ＜特別篇＞
マリオンの前のビル 　10:15/1:30/3:45/6:30
（746席）

スカラ座 　スター・ウォーズ／帝国の逆襲＜特別篇＞
東京宝塚劇場４Ｆ 　11:00/1:45/4:30/7:15
（1197席）

日比谷映画 　悪魔たち・天使たち 　ロストワールド／ジュラシックパーク
帝国ホテル斜め前 　11:10/1:40/4:10/6:40 　10:55/1:40/4:25/7:10
（648席） 　（7/12-13 8:15）

みゆき座 　スリーパーズ
日比谷映画Ｂ１Ｆ 　月～金12:35/3:40/6:45
（756席） 　土日祝11:35/2:40/5:45

1212

12

19

12

12

12

19

12

 
 

ＭＡＰ 

 
 

劇場スペックおよび上映スケジュールは、「ぴあ」1997 年 7 月 7日号（ぴあ株式会社）から 

引用・編集してケースライターが作成した。地図は Yahoo Map から引用した 
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不許複製 慶應義塾大学ビジネス・スクール 2005 Mar. 

コンテンツワークス株式会社 BookPark サービス 
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